第919回　生物科学セミナー
日時：　　9月30日（金）　16:30-18:00
演者：  徳富　哲　　教授
大阪府立大学大学院理学系研究科生物科学専攻
演題：　　植物の光センサー、分子構造と作用機構
移動能力を持たない植物は、外部環境の様々な情報を的確にセンスしそれに応答して生存を図っている。環境情報の中でも光は光合成を行う植物にとって特に重要であり、その情報受容のために植物は進化の過程で赤色光センサーであるフィトクロム、クリプトクロムやフォトトロピンなどの青色光センサーを獲得した。フィトクロムはよく知られているように、赤色光と遠赤色光の二色を見分けて分子スイッチとして機能する色素タンパク質である。フィトクロムは花成誘導、脱黄化などの光形態形成反応を光による遺伝子発現制御を介して調節している。クリプトクロムは同様な生理反応を青色光により調節している。フォトトロピンは光屈性反応の光センサーとして見つけられた後、葉緑体光定位運動、気孔開口、葉の展開などの光合成活性最適化反応の制御も担うことが明らかになりその重要性が注目されている。

フォトトロピンは青色光により活性制御されるタンパク質リン酸化酵素であると考えられる。本セミナーではこれらの光センサータンパク質の分子構造と作用機構について、演者が主に行っているフォトトロピンに関する研究結果を交えて講演する
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